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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 12日 (2006.10.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 の 処 置 用 医 薬 の 製 造 の た め の 、 式 Ｉ
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔 式 中 、
Ａ は Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ は 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ は 水 素 ま
た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'は メ チ ル 、 メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、
ジ メ チ ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ は Ｏ ま た は 結 合 で あ る 。 〕
の 化 合 物 ま た は 薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｉ式



【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔 式 中 、
Ａ は Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ は 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ は 水 素 ま
た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'は メ チ ル 、 メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、
ジ メ チ ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ は Ｏ ま た は 結 合 で あ る 。 〕
の エ ポ シ ロ ン 誘 導 体 ま た は 薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩

。
【 請 求 項 ３ 】
　 温 血 動 物 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ａ が Ｏ を 表 し 、 Ｒ が メ チ ル で あ り 、 そ し て Ｚ が Ｏ で あ る 式 Ｉ の エ ポ シ ロ ン 誘 導 体 ま た は
薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 を 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 回 処 置 後 １ 週 間 か ら ６ 週 間 の 間 隔 後 に 、 約 ０ .１ か ら ６ mg／ ｍ ２ の 用 量 を 週 に １ 回 ３
週 間 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 が ア デ ノ ー マ 、 過 形 成 ま た は 癌 腫 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ
か に 記 載 の 。
【 請 求 項 ７ 】
　 疾 患 が 副 甲 状 腺 ア デ ノ ー マ 、 副 甲 状 腺 過 形 成 ま た は 副 甲 状 腺 癌 腫 で あ る 、 請 求 項 ６ 記 載
の 。
【 請 求 項 ８ 】
　 副 甲 状 腺 癌 疾 患 が 再 発 性 も し く は 持 続 性 副 甲 状 腺 ア デ ノ ー マ 、 再 発 性 も し く は 持 続 性 副
甲 状 腺 過 形 成 ま た は 再 発 性 も し く は 持 続 性 副 甲 状 腺 癌 腫 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ
か に 記 載 の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 が 原 発 性 ま た は 二 次 性 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら ５
の い ず れ か に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 式 Ｉ
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔 式 中 、
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を 有 効 成 分 と し て 含 む 、 温 血 動 物 に
お け る 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 の 処 置 剤
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Ａ は Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ は 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ は 水 素 ま
た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'は メ チ ル 、 メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、
ジ メ チ ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ は Ｏ ま た は 結 合 で あ る 。 〕
の エ ポ シ ロ ン 誘 導 体 ま た は 薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 を 有 効 成 分 と し て 含 む 、 温 血 動 物 に
お け る 、 副 甲 状 腺 ア デ ノ ー マ 、 副 甲 状 腺 過 形 成 ま た は 副 甲 状 腺 癌 腫 に 起 因 す る 、 高 カ ル シ
ウ ム 血 症 の 処 置 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 温 血 動 物 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 処 置 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 Ａ が Ｏ を 表 し 、 Ｒ が メ チ ル で あ り 、 そ し て Ｚ が Ｏ で あ る 式 Ｉ の エ ポ シ ロ ン 誘 導 体 ま た は
薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 処 置 剤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 処 置 剤 を 、 前 回 処 置 後 １ 週 間 か ら ６ 週 間 の 間 隔 後 に 、 約 ０ .１ か ら ６ mg／ ｍ ２ の 用 量
を 週 に １ 回 ３ 週 間 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 処 置 剤 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 疾 患 が 再 発 性 も し く は 持 続 性 副 甲 状 腺 ア デ ノ ー マ 、 再 発 性 も し く は 持 続 性 副 甲 状 腺 過 形
成 ま た は 再 発 性 も し く は 持 続 性 副 甲 状 腺 癌 腫 で あ る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ３ の い ず れ か に 記
載 の 処 置 剤 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 に 対 し て 治 療 的 に 有 効 な 量 の 式 Ｉ
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔 式 中 、
Ａ は Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ は 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ は 水 素 ま
た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'は メ チ ル 、 メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、
ジ メ チ ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ は Ｏ ま た は 結 合 で あ る 。 〕
の 化 合 物 ま た は 薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 を 含 む 、 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 式 Ｉ
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔 式 中 、
Ａ は Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ は 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ は 水 素 ま
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た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'は メ チ ル 、 メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、
ジ メ チ ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ は Ｏ ま た は 結 合 で あ る 。 〕
の 化 合 物 ま た は 薬 学 的 に 許 容 さ れ る そ の 塩 を 、 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 の 処 置 に お け る そ の 使
用 の た め の 指 示 書 と 共 に 含 む 、 商 品 包 装 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ａ が Ｏ ま た は Ｎ Ｒ Ｎ を 表 し 、 こ こ で 、 Ｒ Ｎ が 水 素 ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ が 水 素
ま た は 低 級 ア ル キ ル で あ り 、 Ｒ 'が メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 ア ミ ノ 、 メ チ ル ア ミ ノ 、 ジ メ チ
ル ア ミ ノ ま た は メ チ ル チ オ で あ り 、 そ し て Ｚ が Ｏ ま た は 結 合 で あ る 式 Ｉ の エ ポ シ ロ ン 誘 導
体 お よ び そ の 製 造 法 、 お よ び 、 こ の よ う な エ ポ シ ロ ン 誘 導 体 の 投 与 は 、 特 許 出 願 Ｗ Ｏ ９ ９
／ ６ ７ ２ ５ ２ に 特 に 一 般 的 に お よ び 具 体 的 に 記 載 さ れ 、 こ れ は 出 典 明 示 に よ り 本 明 細 書 に
包 含 さ せ る 。 同 様 に 、 そ こ に 記 載 の 対 応 す る 立 体 異 性 体 な ら び に 対 応 す る 結 晶 、 例 え
ば 溶 媒 和 物 お よ び 多 形 体 が 含 ま れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 を 通 し て 、 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 は 原 発 性 、 二 次 性 ま た は
三 次 性 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 を 意 味 す る 。 さ ら に 、 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 の ３ つ の 異 な
る 形 が 知 ら れ て お り 、 そ れ は ア デ ノ ー マ 、 過 形 成 お よ び 癌 腫 で あ る 。

(4) JP 2006-504751 A5 2006.11.30

変 形

三 次 性
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